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置 3 年生苗が次色ﾡ病にﾡ交病畜に どく 侵 さuている あを目撃した。しか 

し詳細に しらべても ﾡ病苗に分生胞子の形成が つたくなく, 反 して病原菌 

の分離を行つても Botrytis cinerea は検出されす, 1 種の暗灰色ないし緑 

黒色の菌が分離された。

ところが これと前後してこの菌と 同 じものと思われる ものが, カナダ トウ 

ヒ, ドグラスフアー, ヒバ, Pinus radiata, ヒノキ,サワラ,モミ, コメ 

ッガなどの苗から分離された。さらに旭川,札幌,岡館の各営林局から送付を 

うけた エゾマッ と トドマツ苗の雪腐病苗か らもカツのもの と酷似する菌が 

例外なく分離された。

しかしながら,当地方のアカマツについては広く調査する機会もなく,あま 

り 重要な病害 とは気ずかずにおつたのであ る。

ところが 1953 年 (昭和 28年)3月16日と5月30 日に東北パルプ山林 

部造林課の厚意によつて同社の苗畑と新植造林地を調査寸る機会を得て,多雪 

地におけ る苗畑 と林地の ア カーツとクロ マツ苗に対する こ の病害に よ る被害は 

予想外に大きいこ とを知つたのである。

筆者はこの病害について今日までわずかではあるが,研究を行つてきている 

ので, その成果の概要を報告しておくことゝする。この研究にあたり,懇切な 

御指導を賜わ り ,研究材料を御与え下さつた釜淵分場長の伊藤一雄博士と試料 

の入手に一方ならぬ御援助下さった釜淵分場の余語昌資氏,旭川営林局の前田 

嘉夫氏, 札幌および函館営林局造林課,東北バルプ秋田工場山林部 に対して あ 

つく御礼申上ける。
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病徴および標徴

この病害は根ﾡ後約1ヵ月以内で発生しはじめ, 融雪期に被害がはなはだし 
く増大する。被害苗は‘柔団的に群状をなして発生し,被害部は灰色疑状あるい 

は クモの巣状の菌理に包まれ,苗 と地面の接触面に も菌層がはなはだし く 発達 

する。寄主苗は先端の幼弱な部分がもつと も侵されやすく,被害が展す る と 

苗の 大部分が使 されて枯死す る。

また苗の幼弱な茎や地ぎわが侵されることも多く ・ このような相病苗は融雪 

直後に は 比較的健全そ うにみえても 乾燥す る に つれて 枯死す るものが 統出す 

る。患部には暗色の菌糸が纏絡し,最初ﾡ緑色から緑黒色を星し,乾ﾡすると 

暗灰褐色を呈する。病組織は湿潤な状態におくと暗色の菌糸がいちじるしく繁 

殖する。

病原菌および病原性

外国におけ る報告に よるとこの病徴と似たッ類の 雪腐病があ る。 (W.C・ 
Sturgis 1913,J・H.,FAULL 1930.)しかし現在までのところ,州病苗およ. 

び培養基上には子実体の形成はみ とめられない。したがつて同定は出来ない。 

しかし歯糸, 菌叢の 形態培養的性質, 病原性および病徴からみて,エゾッ と 卜 

ドマッ苗の雪腐病菌と酷似しており,区別しがたく,同1種あるいはごく近縁 

種 と考えられる。ただ北海道の菌は菌業の色が淡いものが多い。

菌の発育温度は Botrytis cinereat よりも低温でよく発育し,適温は 

15°C前後である. ・・

エソッ苗の雪ﾡ病菌については小川(1939) , 笠井 (1940) は Roselli- 
niaherpotrichioides HEPTINGet DAVIDSON をあてゝいるが, 同氏 

らは菌の分離培養および接種•試験については ふれていない。 したがつて この 

Iosellinia と雪ﾡ病菌との間とのつながりは実験的に証明されていない。し 

かもこの Rosellinia の子のう胞子は夏季に形成されると称されている。

G. H., HEPTING ら(1937)の報告したツガ類の この病原菌によ る病害は 
夏季湿潤な森林に 発生する ものであ り , 外国では雪優病菌としている報告はな 

いようである。またHEPITNGらによるとBotrytis型の分生胞子が形成 

される と報告してい る が筆者の観察 では寄主お よ びﾡ養基上 ともに形成されな 

い。以上の理由から アカーッおよび エゾマツ苗の 雪腐病菌 と笠井,小川 らの 

Roseliinia菌については今後さらに検討を加える必要があり, R. herpo- 
trichioides の材料が入手出来れば この問題は解決されるのであるが 今日 ま
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でのところこの目的が逹せられていない。

第者の接種試験の結果に よれば, ブカツ歯から分ﾡした画のカマツ, ク 

ロッ歯に対する病原性はかなり強く,l.cinerei よ りは強いよ うである。

たエソ→ッ 苗の菌を カッとクロマツ苗に接種して も よく 発病 し, 逆に T 
カーッと Pinus radiata および ドグラスフーの画をトウヒに接種しても 

発病する。そしていずれも病徴が酷似しており,区別が出来ない。

筆者の接朋試験に よれば,30em 以下の積雪で1 カ月 間の根雪期間でアカー、. 

ッ,クロマツの供試苗の 半数以上が解病 し,B.cinerea とSclerotinia 
Kitajimana の接ﾡ区には融ﾡ時(3 月)にわずかに発病したにすぎなかつ 

た。

分布および被害

カマツおよびクロ マツ苗の雪腐病の分布はまだじゆうぶんに調査されてい 

ないが, きわめて広く分布する もののようであり,多雪地帯のカツ進林の 

幼令時の不成ﾡや天然生稚樹の消失の大きい原因となっている と考えられる。

苗畑において も発生するが, 当地方に お いては 林地 における 被害つ ほ うが多 

いよう である。旭川営林局の前田嘉夫技官の通信に よる と,同局管内の神楽苗 

畑において養成中のス ト ローブ"ッの床替2年生苗がかな りひ どい被害を うけ 

なという。

当管内におけるカマツとクロマッ首の被害について筆者が1953 年(昭印 

28 年)5 月 30 日に東北パルプ秋田工場山林部の秋田県由利郡電田町の造林 

地の1部を調査した概要をあける。

苗令からみて,2 年生歯は1年生苗よ り もはるかに被害軽微であり,1 年生 

苗では 人 工下種歯の 被害がはなは だしい。

樹種からみて,アカマツはクロマツよりも被害が大である。

地形からみて,消雪おそく, 排水の不良な箇所である平地,凹地や林縁など 

の吹きだまりの出やすい箇所では,斜面その他の消雪がはやい,排水良好な箇 

所におけるよりも被害がはなはだしい。

植えつけ時期が根雪に接近した箇所においては,はやく植えつけた箇所にお 

けるより もや、被害が大きい。

消雪直後には比較的目立たなかった ものが,乾燥してくると, 枯死するもの 

目立つてくるのは, 茎や葉枕が侵されている とか,根部が侵されていたためと 

被害軽微なものでも衰弱していたために乾燥するにつれて,枯死してきたもの 

と認められる。
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管 内

カ マツ とエゾマツ苗の雪/慰病の分布

寄 主 採 薬 地 I 黎月 普 丨 採集者 至。習
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/ モ ミ 1年生苗

/
アオモリ ト ドマツ 

1年生苗

/ コメッガ1 年生商

ドグラスファー
1年生苗

/

ストョー ブマ ツ
2年主苗

エゾマツ 2年生商

ト ドーマッ 1年生苗

/

カナダトウヒ
1年生苗

北海道
天塩加天塩町天塩苗畑

5/Y・52前田嘉夫
7/Y/52

ヶ 奔雨紛
上川邸神居村字上雨紛 商畑 26/Y'53 8/' 53

〃
雨側転沼田 町字ﾡ新幌新苗畑

30/Y'53村松哲夫 〃

天郡天壇町 天塩苗畑 13/Y,53前田嘉夫 6/1/53

上糸那名寄町錦町苗畑 12,Y'53 16/W1'53

" 神居村奔雨粉苗畑 26/ V ・ 53 8/^ 53

苦前郝苦前町奥之港苗畑 11/1'53 グ 20/T /53

増もi州 E町信砂苗畑 9/1'53

留調市字ﾡ催幌ﾡ苗畑
グ

苫蠢郡羽幌町羽蜿苗畑 13/I'53

/ 羽ﾡ興町字築別苗畑 12/1'/53
/

/ 苫前町字東川古別苗畑 13/1'53

部市小平町達布苗畑 10/1/53 グ グ

/

苫前 神楽苗畑 4/ Y '54 13/Y/54

〃ハ
苫小枚市丸山苗畑 22/ N/52安田子一 26/N'52

海111都江老町湯岱苗畑 8/N/52ﾡ 員 13/N'/52

・" 段虫苗畑 2iN/52 24/W-52

秋田県
河辺郡舟岡村七五三樹 野苗畑 20/ N/52佐藤邦活 24/N,52

イ 23/N/52

/ グ

/ 1/N/53 7/ N/53

/ 23/ W 52 24/ N 52

Pinus ranliata
2年生商

はて
22/ lI' 53 31/ !fl'53

角"館/ カーッ 2年生苗 仙北郡中川村高屋花畑 1/N'53 太田 界 11/N'53

グ
真川 "

ドグラスフアー
1年生苗

山形県
R上i真室川町新町苗畑 10/Y'52 佐藤邦彦 13/Y/52

カナダトツヒ
1年生苗

ケ

アカツ 3年生苗 ・ 及位村釜淵分場商畑 27/V'52 2,1' 52

サワラ 2年生苗 ケ グ

ヒノキ 2年生苗
山形県
最上都及位村釜淵分場苗畑 27/Y' 52 2/1' 52

エゾマツ 2年生苗 3,Y'54 7/Y'54

秋田県 カツ 1年生苗 秋田県
由利郡仙田町 30/Y' 53 6/W' 53

" 2年生苗
グ

グ ケ

クロマツ 2年生苗
グ

ィ・

アカマツ 1年生苗
河辺恥載ﾡ村東北バルブ首畑 16/1'53 21/1'53

青 森 ・ 
今 別 グ

ヒ ノ キアスナロ
山 引 商

森収
東津軽今別村大川平苗畑 N'51 ペ3" 51

現在まで筆者が菌の分離を行って調査したものは第1に示すとお り であ 

る。この表には参考のため"ツ類以外の苗のものもあけた。

防除法

まだ実験的研究が行われないので. 不明なことばかりであるが, エゾマツ苗 

にいての原田ら (1942) の防除試験成積とスギ苗の雪腐病についての筆者ら 

(1952) の成ﾡを多考 と して林地を対象とした防除の要点をあけてお く。

1. 多雪地における造林はなるべくさけて,消雪のはやい箇所を選ぶこと。

2, 多雪地の秋植にあたつては,苗令の高い苗を選び当年生造林はなるべく 

さけること。

3. 秋植のﾡつけ時期は苗の成長が大休休止し次第はやく行い, 年内に活着 

せしめ, 泥病性耐寒性を高める。出来れば多雪地では春植を行う。

4. 植つけ箇所およびまきつけ箇所は凹地となると,融雪時に停滞水を生じ 

て,被害がはなはだしくなるおそれがあるから排水が良好にたるよ うに努める°
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また凹地や平地などには苗令の高い強健な苗を植えること。

5. 出米得ればﾡ野直前に苗およびその周囲の地面にセレサ>石灰, リオゲ 

ングスト, 撤粉用 ル ベロン,三共ボル ド ウ粉剤など を撤粉す ること。

6. 早春土をまいて消雪を促進すること。
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第1図 

アカマツ苗の雪腐病 

(人工下種 1 年生苗)

第2図

クロマツ苗の雪腐病 

(1回床替2年生苗)

第3図

ス ト ロー ブマツ苗の雪腐病 

(1 回床替 2 年生苗)

一 6 - 7-


